
議 第 ３ ７ 号  

 

   企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改  

正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て  

 

 本 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 を 下 記 の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

  令 和 ７ 年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） ２ 月 ２ １ 日 提 出  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩  

 

 

 

記  

   新 潟 県 柏 崎 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例  

 新 潟 県 柏 崎 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 ２

８ 年 条 例 第 １ ６ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ４ 条 の ２ 中 「 （ 地 方 公 務 員 法 第 ２ ２ 条 の ４ の 規 定 に よ り 採 用 さ れ  

た 職 員 （ 以 下 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 、  

単 身 赴 任 手 当 の 支 給 を 受 け て い る 者 に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 号

中 「 配 偶 者 」 の 次 に 「 （ 届 出 を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情

に あ る も の を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 ５ 条 第 １ 号 中 「 料 金 」 の 次 に 「 （ 第 ３ 号 に お い て 「 運 賃 等 」 と い

う 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 ５ 条 の ２ 第 ２ 項 中 「 前 項 の 規 定 に よ る 」 を 「 新 た に 新 潟 県 柏 崎 市

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ２ ６ 年 条 例 第 １ ３ 号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 に

規 定 す る 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た こ と に 伴 い 、 住 居 を 移 転

し 、 父 母 の 疾 病 そ の 他 の 規 則 で 定 め る や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 同 居

し て い た 配 偶 者 と 別 居 す る こ と と な っ た 職 員 で 、 当 該 適 用 の 直 前 の 住

居 か ら 当 該 適 用 の 直 後 に 在 勤 す る 公 署 に 通 勤 す る こ と が 通 勤 距 離 等 を

考 慮 し て 規 則 で 定 め る 基 準 に 照 ら し て 困 難 で あ る と 認 め ら れ る も の の  
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う ち 、 単 身 で 生 活 す る こ と を 常 況 と す る 職 員 そ の 他 前 項 の 規 定 に よ る 」  

に 改 め る 。  

第 ８ 条 の ２ 第 １ 項 中 「 勤 務 し た 」 を 「 勤 務 を し た 」 に 改 め 、 同 条 第  

２ 項 中 「 休 日 等 以 外 の 日 の 午 前 ０ 時 か ら 」 を 「 午 後 １ ０ 時 か ら 翌 日 の 」  

に 改 め 、 「 ま で の 間 」 の 次 に 「 （ 休 日 等 に 含 ま れ る 時 間 を 除 く 。 ） 」

を 加 え 、 「 勤 務 し た 」 を 「 勤 務 を し た 」 に 改 め る 。  

第 １ ６ 条 中 「 「 新 潟 県 柏 崎 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 （ 昭 和 ２ ６

年 条 例 第 １ ３ 号 ） 」 を 「 、 新 潟 県 柏 崎 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 」 に

改 め る 。  

第 １ ７ 条 第 ２ 項 中 「 （ 届 出 を し な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情

に あ る 者 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 る 。  

第 １ ７ 条 の ３ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 を 受 け た 職 員 の 給 与 ）  

第 １ ７ 条 の ４  職 員 が 地 方 公 務 員 法 第 ２ ６ 条 の ５ 第 １ 項 の 規 定 に よ り

自 己 啓 発 等 休 業 の 承 認 を 受 け た と き は 、 自 己 啓 発 等 休 業 を し て い る

期 間 に つ い て は 、 給 与 を 支 給 し な い 。  

第 １ ９ 条 第 １ 項 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 地 方 公 務 員

法 第 ２ ２ 条 の ４ の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 」 に 改 め 、 同 条 中 第 ２ 項

を 削 り 、 第 ３ 項 を 第 ２ 項 と す る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 後 の 第 ５ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 新

た に 新 潟 県 柏 崎 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 ２ ６ 年 条 例 第 １ ３

号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た 者

に も 適 用 す る 。  
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参
考

資
料

 

新
潟

県
柏

崎
市

企
業

職
員

の
給

与
の

種
類

及
び

基
準

を
定

め
る

条
例

（
平

成
２

８
年

３
月

４
日

条
例

第
１

６
号

）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
住
居
手
当
）
 

（
住
居
手
当
）
 

第
４
条
の
２
 
住
居
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
。
 

第
４
条
の
２
 
住
居
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
22
条
の
４
の
規

定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て

は
、
単
身
赴
任
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
。
 

(１
) 

（
略
）
 

(１
) 

（
略
）
 

(２
) 

第
５
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
で
、
配
偶
者
（
届
出
を
し

な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
（
管
理
者
が
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
借
り
受
け
、
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
も
の

又
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
も

の
 

 

(２
) 

第
５
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
で
、
配
偶
者
が
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
（
管
理
者
が
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
借
り
受
け
、
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
も

の
又
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る

も
の
 

 

（
通
勤
手
当
）
 

（
通
勤
手
当
）
 

第
５
条
 
通
勤
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
支
給
す
る
。
 

第
５
条
 
通
勤
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
支
給
す
る
。
 

(１
) 

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
又
は
有
料
の
道
路
（
以
下
「
交
通
機
関
等
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し

て
、
そ
の
運
賃
又
は
料
金
（
第
３
号
に
お
い
て
「
運
賃
等
」
と
い
う
。
）
を
負
担
す
る
こ
と
を
常

例
と
す
る
職
員
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
職
員

以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合

の
通
勤
距
離
が
片
道
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
並
び
に
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る

職
員
を
除
く
。
）
 

(１
) 

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
又
は
有
料
の
道
路
（
以
下
「
交
通
機
関
等
」
と
い
う
。
）
を
利
用
し

て
、
そ
の
運
賃
又
は
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け

れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
交
通
機
関
等
を
利
用
し

な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
勤
距
離
が
片
道
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で

あ
る
も
の
並
び
に
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）
 

(２
)～

(４
) 

（
略
）
 

 

(２
)～

(４
) 

（
略
）
 

 

（
単
身
赴
任
手
当
）
 

（
単
身
赴
任
手
当
）
 

第
５
条
の
２
 
（
略
）
 

第
５
条
の
２
 
（
略
）
 

２
 
新
た
に
新
潟
県
柏
崎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
26
年
条
例
第
13
号
）
第
３
条
第
１
項

に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
し
、
父
母
の
疾

病
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ

と
と
な
っ
た
職
員
で
、
当
該
適
用
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
適
用
の
直
後
に
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤

す
る
こ
と
が
通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
職
員
そ
の
他
前
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴

任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
職
員
に
は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す

る
。
 

 

3



 

改
正
後
 

改
正
前
 

職
員
に
は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
。
 

 

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）
 

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）
 

第
８
条
の
２
 
第
10
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
そ
の
他
の
公
務

の
運
営
の
必
要
に
よ
り
、
新
潟
県
柏
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
７
年

条
例
第
４
号
）
第
３
条
第
１
項
、
第
４
条
及
び
第
５
条
に
規
定
す
る
週
休
日
又
は
第
９
条
に
規
定
す

る
休
日
及
び
第
10
条
第
１
項
に
規
定
す
る
代
休
日
（
以
下
「
休
日
等
」
と
い
う
。
）
に
勤
務
を
し
た

場
合
は
、
当
該
職
員
に
は
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。
 

第
８
条
の
２
 
第
10
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
そ
の
他
の
公
務

の
運
営
の
必
要
に
よ
り
、
新
潟
県
柏
崎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
７
年

条
例
第
４
号
）
第
３
条
第
１
項
、
第
４
条
及
び
第
５
条
に
規
定
す
る
週
休
日
又
は
第
９
条
に
規
定
す

る
休
日
及
び
第
10
条
第
１
項
に
規
定
す
る
代
休
日
（
以
下
「
休
日
等
」
と
い
う
。
）
に
勤
務
し
た
場

合
は
、
当
該
職
員
に
は
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。
 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
第
10
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
災
害
へ
の
対
処

そ
の
他
の
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
に
よ
り
午
後
10
時
か
ら
翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
の
間
（
休
日
等
に

含
ま
れ
る
時
間
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
し
た
場
合
は
、
当

該
職
員
に
は
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。
 

 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
第
10
条
の
３
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
災
害
へ
の
対
処

そ
の
他
の
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
に
よ
り
休
日
等
以
外
の
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
間

で
あ
っ
て
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
し
た
場
合
は
、
当
該
職
員
に
は
、
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。
 

 

（
支
給
額
決
定
の
基
準
）
 

（
支
給
額
決
定
の
基
準
）
 

第
16
条
 
職
員
の
給
料
及
び
手
当
の
額
は
、
新
潟
県
柏
崎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
規
定
す
る

職
員
の
給
与
の
額
を
基
準
と
し
企
業
の
特
殊
性
及
び
実
態
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
16
条
 
職
員
の
給
料
及
び
手
当
の
額
は
「
新
潟
県
柏
崎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
（
昭
和
26

年
条
例
第
13
号
）
に
規
定
す
る
職
員
の
給
与
の
額
を
基
準
と
し
企
業
の
特
殊
性
及
び
実
態
を
考
慮
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
給
与
の
減
額
）
 

（
給
与
の
減
額
）
 

第
17
条
 
（
略
）
 

第
17
条
 
（
略
）
 

２
 
職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た

め
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
、
介
護
休
暇
（
当
該
職
員
が
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
管
理
者
が
指
定
す
る
者
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り

管
理
者
が
指
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
を
す
る
た

め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
、
介
護
時

間
（
当
該
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と
す
る

一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
３
年
の
期
間
（
当
該
要
介
護
者
に
係
る
介
護
休
暇
の
期
間

と
重
複
す
る
期
間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
又
は
高
齢
者
部
分
休
業
（
当
該
職
員

が
60
歳
に
達
し
た
日
後
の
最
初
の
４
月
１
日
以
後
の
日
か
ら
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
（
地
方

公
務
員
法
第
28
条
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間
中
、
１
週
間
の

勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
１
時
間
に
つ
き
、
勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給

２
 
職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た

め
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
、
介
護
休
暇
（
当
該
職
員
が
配
偶
者

（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
管
理
者
が
指
定
す
る
者
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢

に
よ
り
管
理
者
が
指
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
を
す

る
た
め
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
、
介

護
時
間
（
当
該
職
員
が
要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介
護
を
必
要
と

す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
連
続
す
る
３
年
の
期
間
（
当
該
要
介
護
者
に
係
る
介
護
休
暇
の

期
間
と
重
複
す
る
期
間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ

と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
を
い
う
。
）
又
は
高
齢
者
部
分
休
業
（
当
該

職
員
が
60
歳
に
達
し
た
日
後
の
最
初
の
４
月
１
日
以
後
の
日
か
ら
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日

（
地
方
公
務
員
法
第
28
条
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間
中
、
１

週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
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改
正
後
 

改
正
前
 

与
額
を
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。
 

 

場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
１
時
間
に
つ
き
、
勤
務
１
時
間
当
た

り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。
 

 

（
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
を
受
け
た
職
員
の
給
与
）
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

第
17
条
の
４
 
職
員
が
地
方
公
務
員
法
第
26
条
の
５
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認

を
受
け
た
と
き
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
。
 

 

＿
＿
＿
＿
＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）
 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）
 

第
19
条
 
第
４
条
及
び
第
14
条
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
第
22
条
の
４
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

職
員
に
は
適
用
し
な
い
。
 

第
19
条
 
第
４
条
及
び
第
14
条
の
規
定
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。
 

＿
 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
 

２
 
第
４
条
、
第
４
条
の
２
、
第
５
条
の
２
及
び
第
14
条
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
第
28
条
の
６
第

１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。
 

２
 
（
略
）
 

 

３
 
（
略
）
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